
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                

 

第１０号（2023.1.31発行） 令和４年度 観音寺市立一ノ谷小学校 学校だより 

 
 

 寒さが厳しく感じられる中、先日は学習参観ならびに学級ＰＴＡにご参加くださりありがとうござ

いました。昨年度実施できなかった最後の参観を、今年度は実施することができ、子どもたちの成長

した様子を見ていただけたことを嬉しく思います。 

さて、教室で学級ＰＴＡを行っている間に、子どもたちは体育館に集まって、不審者が現れた時の

避難の仕方について学びました。合言葉は「いかのおすし（ついていかない、知らない人の車にのら

ない、おおきな声でさけぶ、すぐ逃げる、大人にしらせる）」です。逃げる場所として通学路に「こ

どもＳＯＳ」があることも知らせました。通学路のどこにあるか確認しておくと安心です。ただ、不

審者といっても見た目で判断することはとても難しいです。しかし、地域でたくさん挨拶が交わされ

ている所では、連れ去りの犯罪は起きにくいそうです。凡事徹底で取り組んでいるあいさつを地域で

も積極的に行い、地域の方と顔見知りになっておくことで、不審者等による犯罪の防止につながれば

と思います。 

 また、２月８日（水）の避難訓練に合わせて、香川県危機管理総局危機管理課よりいただいた備蓄

食料「白がゆ」を配布する予定です。裏面の「みんなで進める『減災』」を参考に、子どもたちと一

緒に防災について考えてみてはいかがでしょうか。 

 ３学期も残すところ５２日（６年生は４８日）となりました。子どもたちが、元気に充実した学校

生活を送れるように、引き続き、ご支援、ご協力をよろしくお願いします。  （文責：藤田）    

校庭に吹く風 

外遊びで体力づくり                      

「あそびンピックin Kagawa」中規模校の部 第８位 

          数年ぶりに、校庭に雪が積もりました。学校に来
るなり校庭へ飛び出して、雪合戦をしたり、雪だる 

まを作ったりと、寒さを気にせずに夢中になって遊ぶ子どもたちがたく
さんいました。「冷たい。手が凍る。」と言いながら、手袋もつけずに
雪だるまを作っているので、なぜつけないのか尋ねると「雪が手袋にく
っつくから」という返事でした。それでも、時間いっぱい楽しそうに遊
んでいました。オンラインで雪国の方と話したり、映像で雪景色を見た
りすることはできても、雪に触れた冷たさや手触りは、実際に本物を前
にしてしか体験できません。香川では、降っても積もることがほとんど
ないため、「雪に触れる」というのは貴重な体験でした。 

 そして、外遊びが大好きな谷っ子が、「あそびンピックin 

Kagawa（香川県教育委員会）」中規模校の部において第８位に入

賞しました。コロナ禍の中、減少傾向にある日常生活での運動の

機会を増やし、子どもたちの体力や運動能力の向上を図ろうと昨

年度から始まった取組です。これからも元気いっぱいに遊び、心

身ともに健康な谷っ子に育ってほしいと願っています。 

【お知らせ】 

 昨今の教育課題への対応として、文科省の「生徒指導提要」が改訂され、児童の基本的人権に配慮し、

一人一人を大切にした教育が益々求められています。本校においても、どの児童にとっても居心地のよい

学校となるよう、ＬＧＢＴＱ＋等への観点から下記のように変更いたします。ご理解、ご協力をいただき

ますようお願いします。 

○ 学級名簿を、男女別から男女混合名簿に変更します。（用途によっては、従来の男女別の名簿を使用

します。） 

○ 儀式的行事（式典）での女子の標準服は、ブラウス（リボン付き）に加え、ポロシャツも可とします。 

○ 黒または紺の長ズボン（学生ズボン）を男女共通で着用可とします。        （裏面参照） 

 尚、ＬＧＢＴＱ＋に関する相談等がありましたら、養護教諭までご連絡ください。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます 

【保護者の皆様のご意見欄】１２月のアンケート結果は以下の通りです。 
家庭での子どもたちの様子や保護者の皆様のご意見をお知らせいただき、ありがとうござ

いました。１２月は、ノーゲーム・ノースマホデーの取組についてのアンケートでした。メディアとのかかわ
り方を振り返るきっかけとしたり、「家庭の日」に重ねて実施するという意図を踏まえ、家族のふれあいの時
間を増やしたりといった取組の様子がうかがえました。家庭の事情に合わせて、実施日を変更して取り組んで
くださった家庭もあったようです。取り組んでのご意見・ご感想を紹介いたします。  
○ スマホやゲームの時間を減らすことで、他の遊びやお手伝いなどの有意義な時間ができる。（２年保護者） 
○ 子どもとのコミュニケーションが増えるため、よい時間だと思います。（５年保護者） 
○ ノーゲーム・ノースマホデーだということを意識して、体を動かすために外に出たり、読書に熱中したり、
メディアに頼らなくても有意義に過ごせています。（６年保護者） 

１２月のアンケート結果（回収率７７．６％） 取り組んだ（Ｒ３年度前回調査） 

谷っ子ノーゲーム・ノースマホデーに取り組めましたか ７２．１％（７１．８％） 

 
 

＜１月のアンケート＞                          〆切 ２月６日（月） 

    第（   ）学年（    ）組  児童氏名（                   ） 

                         よく思う   思う  あまり思わない そう思わない 

１ 楽しく学校に通えていますか                       ４     ３     ２     １ 
２ 進んで家庭学習に取り組んでいますか         ４     ３     ２     １ 
３ 気持ちのよいあいさつや返事ができていますか     ４     ３     ２     １ 
４ 早寝・早起き。朝ごはん・朝うんちができていますか  ４     ３     ２     １ 
５ 児童の学校生活や家庭生活で、良くなったことや頑張っていること、また気がかりなことや学校へのご意
見や要望がありましたら、お聞かせください。 

 
 

 

※ 全児童が対象のアンケートですので、お子様ひとりひとりについてお答えいただき、ご提出ください。 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 切り取り線 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

【雪遊びをする子どもたち】 

がんばる谷っ子 

○ 百人一首大名人 第２６８号 ２年 藤澤 陽翔 

○ 「社会を明るくする運動」作文コンテスト（全国） 優秀賞 ６年  石川 美菜子 



  
 


